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研究の重要性
● 私たちは日系アメリカ人である。

● 私たちは日本に留学したことがある。その時残った印象は、日本の大学生の日系
アメリカ人に対する意識の低さだった。 それに興味をそそられ、私たち日系アメリカ
人のアイデンティティをもっと深く調べたいと思った。

● 日本語や日本文化を学ぶ経験と、自分の家族史を知る過程で、日米大学生の日
系アメリカ人に関する見解に興味を持つようになった。

● この研究で発見したいことは
○ 日米の大学生は、日系アメリカ人のアイデンティティーについてどのような見

解を持っているのか
○ 彼らの見解はどのような要因に形成されているのか



研究質問

1. 日米大学生は、日系アメリカ人のアイデンティティーについて
どのような見解を持っているのか。

2. 日米大学生の日系アメリカ人のイメージ形成にはどのような要
因が影響されているのか。



研究背景

● 日系アメリカ人に関する定義
● アメリカに移民した日本人の統計
● 新日系アメリカ人 移住者 (米国)
● 世代の差
● アメリカ社会への同化
● 既成概念と差別（米国）
● 日系アメリカ人の人口統計（米国）
● 日系アメリカ人の日本社会への同化
● 既成概念と差別（日本）
● 日系アメリカ人の人口 統計（日本）

● 日系アメリカ人のイメージ
● 文化の価値観と特徴
● 国民的アイデンティティvs．民族

的アイデンティティ
● 日系アメリカ人のアイデンティ

ティー



日系人 日本以外の国に移住し当該国の国籍という人

一世 第二次世界大戦の前、アメリカに移民した日本
人

二世 一世の子供たち

新一世 第二次世界大戦後、アメリカに移民した
日本人

日系アメリカ人に関する定義

(津田 2009)

(新谷 2001)

(津田 2009)

(新谷 2001)



アメリカに移民した日本人の統計

(スピッカード  1996; 日本の国勢調査  2017 )

● 第二次世界大戦前と大戦中に一世の移民は急激に衰退した
● 第二次世界大戦後に新一世の移民の数はほぼ一定

    　大戦前                          　　大戦後
新一世
一世



新日系アメリカ人 移住者 (米国)

● 日本人移住者は2000
年から急激に増大

● 前一世の人口より新
一世の人口の方が多
い

(スピッカード  1996; 日本の国勢調査  2017 )

新一世
一世



世代の差

(津田 2015; 山城 2017)

● 収容所に収監された経験
● アメリカの文化に精通

● 肉体労働

● 収容所に収監された経験はない
● アメリカと日本の文化を理解

● 事務系の仕事

      一世

新二世二世

三世 新三世

新一世第二次世界大戦前
(1860年〜1945年)

第二次世界大戦後
(1945年〜現在)



アメリカ社会への同化 1

● 第二次世界大戦後、アメリカの主流社会に同化する事が重要

○ 学問で好成績を残すこと

○ 白人アメリカ人と結婚すること*
■ アメリカ人との子供ができる

● 日系アメリカ人の一世は大半、高校や大学を卒業

＊1967年までに異種族混交は違法
(ハール 1997)

(増田 1970、マトバ‐アドラー  1998 ) 

(北野 1962、増田 1970)



アメリカ社会への同化 2

● 日系アメリカ人はもっと深く同化すると…
○ 学業成績は高いとは言えない

○ 修士、博士等の学位を持つ人が増加

(北野 1962; 増田 1970;マトバ‐アドラー  1998)

高校
学士

　二世

学士
修士
博士

　三世

学士
修士 x2
博士

　四世



既成概念と差別（アメリカ）1

● 「モデル・マイノリティ」につけた見解

○ アジア系アメリカ人は理想的なマイノリティ

■ 第二次世界大戦後、日系アメリカ人は学問的な業績 と
財政的成功があった

■ 日系アメリカ人は理想的な生徒

● 勤勉

● 静か

● 利口

(北野 1962、新谷 2001、シム 1998)

(ボラフィ2003)



既成概念と差別（アメリカ）2

モデル・マイノリティ

● 学問に関する非現実的な期待がある

○ 期待にそえない学生へのサポートはあ

まりない

● キャリアでのガラスの天井

○ ある程度まで昇進するとそれ以上の昇

進はできない

(新谷 2001、 マトバ‐アドラー  1997)



既成概念と差別（アメリカ）3

アメリカ行政命令 9066（番）

● 1942 年2月19日
● フランクリン・ルーズベルト大統領が発令

● 120万人の日系アメリカ人が強制収容所に収

監された

● 主要な強制収容所施設は10箇所、仮設収容

所は20箇所以上

(新谷 2001)



既成概念と差別（アメリカ）4

(“ライフタイム ,”  n.d.)

コレマツ 対 アメリカ最高裁判所 (1944年)
● フレッド●コレマツは行政命令 9066番に逆

らった
● 1942年5月30日に、サン・リアンドロのカリ

フォルニア州で逮捕された
● 1942年9月8日に、アメリカ合衆国連邦裁

判所でコレマツが囚人になった
● アメリカの最高裁判所に訴訟を起こした

○ 1944年12月、6対3でコレマツ敗訴



既成概念と差別（アメリカ）5

日系アメリカ人市民同盟は：

● アジア系アメリカ人のため公民権と人
権を確保し保護する

● 日系アメリカ人のコミュニティの継続を
保つ

(日系アメリカ人市民同盟, 2017)

● 疎外される全てのグループを擁護する



既成概念と差別（アメリカ）6

 ラヴィング対ヴァージニア州裁判（1967年）

○ 市民権に関する最高裁判所の大切な
決断
■ 異人種間結婚を禁止している法律

を無効にする
■ JACLが強く支持した

● 以前は、日系アメリカ人と白人の結婚は禁
止されていた

(日系アメリカ人市民同盟, 2017; U.S. National Archives & Records Administration  2017)



既成概念と差別（アメリカ）7

市民自由法（1988年）
○ アメリカの政府は第二次世界大戦中

の日系人収容の償いのため、日系ア
メリカ人一人につき２万ドルを支払う

○ JACLの活動家が市民自由法を支持
し推し進めた

(新谷 2001; U.S. National Archives & Records Administration,  2017)

活動家：ユリ・コチヤマ



日系アメリカ人の人口統計（アメリカ）1

(アメリカの国勢調査 , 2016)

　日系人

5.7%

● アメリカの人口 は、5.7%がアジア系アメリカ人
● 日系アメリカ人は アジア系日本人の中で６番目に位置する

インド系人

 中国系人

フィリピン系人

ベトナム系人

韓国系人



日系アメリカ人の人口統計（アメリカ）2

(山城 2017)

日系アメリカ人の多い州:
● カリフォルニア州
● ハワイ州
● ニューヨーク州
● ワシントン州



日系アメリカ人の日本社会への同化 1

● 流暢な日本語や多様な日本文化の知識の深さには関係ない

○ 他の日系人（日系ブラジル人、など）より、日系アメリカ人

は日本社会に受け入れられやすい

○ 日本にいる日系アメリカ人は、自分のアメリカ人らしさを美

点だと思っている

■ 日本人は米国に親近感を持っている

■ 米国に関してポジティブなイメージを持っている

(津田 2009、山城 2017)

（津田 2009)



日系アメリカ人の日本社会への同化 2

● 日本に住んでいる日系アメリカ人は
○ 日本滞在の一般的な理由は

■ 留学(高校、大学)
■ 事務系労働者(英語教師等)

(津田 2009、山城 2017)



既成概念と差別（日本）

● いじめ

○ 理由は、

■ 日本語の能力の低さ

■ 日本の文化に関する知識のなさ

○ 「ウチ」と「ソト」の概念

■ 相手が自分と同じ内側に属しているのか外側に属しているのか、

という心理的な状態を表す

● 白人アメリカ人が優先される

○ 英語の教師として雇用が優先される

■ 白人アメリカ人は自然に英語を話せるという認識が強い
(津田 2009)

(山城 2017)

(大崎 2001)



日系アメリカ人の人口統計 （日本）

(日本の国勢調査 ,2017)

● 14年間日本住在の日系アメリカ人の人口と増加率

日本でのアメリカ人の人
口

日系アメリカ人の割合

2000年 44,856人 12.50%

2005年 49,390人 13.15%

2010年 50,667人 13.92%

2014年 51,256人 15.04%



日系アメリカ人のイメージ

　　　アメリカ: 　　　　　　日本:

丁寧
働き者

単一民族

きれい
バイリンガル

ハーフ

(山城, 2017)



文化の価値観と特徴 1

「日本」の特徴 「アメリカ」の特徴

受けた恩を大切に思う 個人主義

義務を果たすことを大切に思う 平等

縦社会（階層） 人権

名誉を重んじる 自立

他人への依存度が高い 自己主張

(マトバ−アドラー 1998)



文化の価値観と特徴 2

● この日本の概念は育児に

影響する

● 日系アメリカ人に関する見

解とアイデンティティに強い

影響がある

● モデル・マイノリティという既

成概念の始まりではないか

我慢 GAMAN
Patience
tolerance

頑張れ GANBARE
Perseverance 

遠慮 ENRYO
Restraint
modesty

(ケンディス 1989;マトバ−アドラー 1998)



文化の価値観と特徴

● 我慢、頑張る、遠慮、は自制心の要素 
○ 日本の文化の基本

○ 下記の事を強調する

■ 良い労働倫理

■ 礼儀 
■ 規則を順守

(北野 1976;　マトバ‐アドラー  1998)



国民的アイデンティティvs．民族的アイデンティティ1

国民的アイデンティティ:

● 国民グループと属している
という意識

● この人々は、自民族中心主
義的な見解を持つ

民族的アイデンティティ:

● 民族グループと属している

という意識

● ふるまい、 態度、 価値

観、が同化過程で大切な

要因 となる

(ボラフィ 2003; マスダ 1970)(ボラフィ 2003; シース・モース  2009)



国民的アイデンティティvs．民族的アイデンティティ 2

アメリカ人のアイデンティ

ティに対しての認識:

● 白人
● キリスト教徒
● 英語を話せる
● アメリカ生まれ

日本人のアイデンティティに

対しての認識:

● 単一民族

● 礼儀正しい

● 物静か

● 尊敬の念を持つ

(シース 2009) (ヘンドリ 2006)



日系アメリカ人のアイデンティティー 1

日系アメリカ人のアイデンティティに影響する要素:
1. 容姿

2. 世代にわたる日本の隔たり

3. 日本語や日本文化に関する知識の有無

(山城 2017)



日系アメリカ人のアイデンティティー 2

● アイデンティティー・クライシス

○ 自己喪失

○ 二つの文化を持つ人と共通するこ

と

○ どちらの文化に属するのかがわ

からない

○ 両国の文化に孤立感がある

(スー＆スー1971; スー＆スー1972)



日系アメリカ人のアイデンティティー 3

(スー＆スー1971; スー＆スー1972)

伝統主義者 マージナル・マン アジア系アメリカ人

アジアの国のみに価
値を見出す

西洋の国のみに価
値を見出す

両国の価値観を身
につける

アジア系アメリカ人のアイデンティティの３つの分類:



研究方法

調査の回答者:  大学生62名

● アメリカの大学生３２名

○ 女子２０名、男子９名、その他３名

● 日本の大学生３０名

○ 女子１８名、男子１２名

研究手段：

● グーグル・フォーム ( 英語 / 日本語 )

https://goo.gl/forms/JxE8XBVj9f6n0LW62
https://goo.gl/forms/xGzBO3GxIkiTkLgI2


回答者の日系アメリカ人の割合

62人の中で、10人が日系アメリカ人

3人が「ハーフ」と回答

世代：
日系アメリカ人ではない

日系アメリカ人

ハーフ

　一世　　　二世　　三世　　四世



研究結果：
　　研究質問１

日米大学生は、日系ア

メリカ人のアイデンティ

ティについてどのよう

な見解を持っているの

か。



アメリカの学生は日系アメリカ人は働き者、学問的に優れている、キャリアで成功している

とい思っているが日本人はどちらでもないを選んだ人が多かった

既成概念

日系アメリカ人は働き者だ

日系アメリカ人は学問的に
優れている

日系アメリカ人はそれぞれ
のキャリアで成功している

アメリカ人

日系アメリカ人は経済的に大
きな成功を収めている

日本人

非常に正しい 正しい どちらでもない 正しくない 全く正しくない

0%                        50%                        100%         0%                           50%                       100%



既成概念と差別

半数以上のアメリカの学生は、日系アメリカ人は他のアメリカ人より礼儀正しいと考えて

いるが、日本の学生はどの項目もあてはまらないと思っている

アメリカ人 日本人

非常に同意する 同意する どちらでもない 同意しない 全くどうい

他のアメリカ人より、日系アメリカ人の方が
礼儀正しい

他のアジア系アメリカ人より、日系アメリカ人
の方がアメリカの文化に同化している

民族的・伝統的・文化的な価値観を保つため
に日系アメリカ人は日系人と結婚する傾向が
ある

日系アメリカ人は自分達の民族性に基づい
て差別される事がある

0%           　　　           50%               　　  100%  0%                   　　　 50%               　　　100%



アメリカ人

文化

両国の学生共に日系アメリカ人は両国の文化を誇りに思うべきだと考えている。日本の学生の方が日系アメリ

カ人は日本とアメリカの両方の国の文化に強い絆があるという事が重要だと見ている　

0%                          　　　　50%      　　　　             100% 0%                          　　　　50%      　　　　             100%

日系アメリカ人は両国の文化を
誇りに思うべきだ

日系アメリカ人は日本の文化
に関する知識があるべきだ

日系アメリカ人は日本の文化に
強い絆があることが重要

日系アメリカ人はアメリカの文化
に強い絆があることが重要

日本人

非常に同意する 同意する どちらでもない 同意しない 全くどうい



言語

両国の学生とも日系アメリカ人は日本語と英語を流暢に話すことを重要だとは思ってい

ない。しかし、日本の学生の方がアメリカの学生より日系アメリカ人は英語を流暢に話せ

るべきだと思っている。

日系アメリカ人は日本語を流暢
に話すことは重要だ

日系アメリカ人は英語を流暢に
話すことは重要だ

日系アメリカ人は日本語を流暢
に話すべきだ

日系アメリカ人は英語を流暢に
話すべきだ

0%                          　　　50%      　　　　               100% 0%                          　　　50%      　　　　             100%

アメリカ人 日本人

非常に同意する 同意する どちらでもない 同意しない 全くどうい



アイデンティティー

アメリカの学生は自分のアイデンティティはアメリカ人だと認識することに対して過半数が重要ではないと答え

た。両国の学生は日系アメリカ人は自分のアイデンティティはアメリカ人として認識していることが非常に重要。

また自分のアイデンティティーを日系アメリカ人として認識している人はアメリカで生まれた人だけとは考えてい

ない。

日系アメリカ人は日本の価値観を身
に付けた方がいい

自分のアイデンティティーを日系アメ
リカ人として認識している人はアメリカ
で生まれた人だけだ

日系アメリカ人は自分のアイデンティ
ティはアメリカ人だと認識すること

日系アメリカ人は自分を日本人か、ア
メリカ人か、両方かのアイデンティティ
を自由に選べること

0%                          　　　50%      　　　　               100% 0%                          　　　50%      　　　　              100%

非常に同意する

　　アメリカ人　　　　　　　　　　　　　　　日本人

アメリカ人 日本人

非常に同意する 同意する どちらでもない 同意しない 全くどうい



アメリカの大学生が書いた言葉は「多様」、「優しい」、「働き者」で、日本人の大学生が書
いた言葉は「わからない」、「第二次世界大戦」、「ハワイ」

日系アメリカ人のことをよく表現するワードクラウド

アメリカ人 日本人



研究質問１の結果

● 両国の学生は、日系アメリカ人は日本とアメリカのどちらの国の文

化も誇りに思うべきだとしている。

○ また、アイデンティティは個人が自由に選べるべきだという見解

を持っていることがわかった。

● 日本の学生は、日系アメリカ人は日本とアメリカの文化に強い絆を
持っていることが大切だとしているが、アメリカの学生はあまり重要
だとは思っていないこともわかった。

● アメリカの大学生は日系アメリカ人に肯定的なイメージを持ってい
る。しかし日本の学生は日系アメリカ人のことをよく知らず、アメリカ
と日本の戦争に巻き込まれた日系アメリカ人の知識と繋がるようで
ある。



研究結果：
研究質問 ２

日米大学生の見解に

はどのようなことが影

響しているのか



日系アメリカ人の知りあいがいる場合、その人（たち）とはどんな
関係ですか。

アメリカの大学生、全員が日系アメリカ人の知り合いがいると答え、日本の大学生は
「いない」と答えた



日系アメリカ人の歴史、問題やアイデンティティに関する授業（幼
稚園から大学まで）を受けたことがありますか。

ほとんどのアメリカの大学生は、日系アメリカ人について学んだことがあるが、日本の学
生は学んだことがない。

クラ
スを取った

事はないが、

他の手段で知った受けたこと
がある

受けたこと
がない

覚えてない
その他



アメリカの大学生は、高校と大学で日系アメリカ人に関する授業を取ったが、日本の大
学生はほとんど授業を取ったことがない

日系アメリカ人に関する授業を取った事があると答えた方は、い
つそのクラスを取りましたか。



あなたは民族的多様性がある地域社会（外国から来た移民の人
達も住んでいる区域）で育てられましたか。

アメリカとはことなり、大多数の日本の大学生は民族的多様性がある地域社会で

育っていないと答えた。

アメリカ 　日本
はい、非常に多様な民族性があった

はい、ある程度の多様な民族性があった

いいえ、全く多様な民族性がなかった

6.7%
6.7%



あなたが育った地域には日系アメリカ人の人々が住ん
でいましたか。

ほとんどの日本の大学生は育った地域には日系アメリカ人が住んでいなかっ

たと答え、7割のアメリカの大学生は住んでいたと答えた。

アメリカ 日本

いいえ、日系アメリカ人が全然いなかった

はい、大勢の日系アメリカ人いました
（11人以上）

はい、何人かの日系アメリカ人の人（達）
が住んでいました（１人～10人）

10.0%



両国の学生は日系アメリカ人のイメージは知っている人、出会った人から形成されている。

有名人からの影響はあまりない。

日米大学生の日系アメリカ人のイメージ形成にはどのような要因
が影響するのか。

アメリカ人 日本人
親しく知っている日系アメリカ人

出会った日系アメリカ人

知っている日系アメリカ人の有名人

  0%                      50%                 100%   0%                         50%                 100%

非常に影響がある　　　　 影響がある 少し影響がある 全く影響がない



両国の大学生は、日本やアジアの国の文化に関して持っている知識が影響していると答え
た。 また、日本の大学生の方がが テレビや映画での日系アメリカ人の描写から影響を受け
ている

日米大学生の日系アメリカ人のイメージ形成にはどのような要因
が影響するのか。

テレビや映画での
日系アメリカ人の描写から

日本や日本の文化に関して持っ
ている知識から

アジアの国やアジアの文化に関
して持っている知識から

  0%                      50%                 100%   0%                      50%                 100%

アメリカ人 日本人

非常に影響がある　　　　 影響がある 少し影響がある 全く影響がない



研究質問２の結果

● 両国の大学生の日系アメリカ人への見解は知っている日系アメ

リカ人から形成され、また持っている日本の文化からも影響され

る。

● アメリカには身近に日系アメリカ人がいるため彼らから学ぶ機会

も多い、また、学校でも日系アメリカ人の歴史等から学ぶ

● 日本の学生は日系アメリカ人に会うことも彼らの歴史も学ぶ機会

はあまりない。そのため、日本の学生の知識、イメージはメディア

（テレビのドラマや映画等）からである



結論と考察 
● アメリカの大学生は日系アメリカ人に対しての偏見はない。また日系アメリ

カ人に対する「既成概念」や「差別問題」に関する知識も多い

○ 日系アメリカ人の歴史について学校で学んだ事がある

○ アメリカは多文化社会である現実

■ 異文化理解は大切だという認識や教育

● 日本の大学生は日系アメリカ人は日本とアメリカの両方の文化と繋がりが

あるべきだという考えがある。

○ 日系アメリカ人の歴史は知っているが日系アメリカ人と接する機会もな

くあまり知識がない。

○ 日本の大学生は一世日系アメリカ人の経験に集中しがちだが、もっと

多文化に触れる色々な機会をつくり交流を深め日系人の多様性を理

解してもらいたい



研究の限界点

● アメリカの大学生の回答者の大部分はカリフォルニアの出身

○ カリフォルニア州では日系アメリカ人が多い

○ カリフォルニア出身者は、リベラルな考え方の人が多く保守的な意見

が少なかった

そのため、この研究結果は一般化できない



将来の研究課題

● 日系アメリカ人に限らずあらゆる日系人に関してのアイデン

ティティーを追及したい

○ 日系メキシコ人

○ 日系ペルー人

○ 日系ブラジル人

○ 日系韓国人等
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